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会
議
の
冒
頭

中
山
理
事
長
は

「
２
０
１
５
春

季
生
活
闘
争
に

つ
い
て
、
連
合

は
す
べ
て
の
組

合
が
月
例
賃
金

の
引
き
上
げ
に

徹
底
的
に
こ
だ
わ
る
底
上
げ
闘
争
と
し
、
す
べ
て
の
働

く
も
の
の
痛
ん
だ
雇
用
・
労
働
条
件
の
復
元
を
は
か
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
交
渉
を
強
化
し
て
い
る

が
、
平
均
賃
金
方
式
で
は
現
段
階
で
は
昨
年
同
時
期
を

上
回
る
回
答
を
引
き
出
し
て
い
る
。
今
後
も
早
期
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
長
野
県
人
口
定
着
・
確
か
な
暮
ら
し
実
現
会

議
の
一
員
と
し
て
提
言
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
み
ん
な
で
支
え
る
子
育
て
安
心
戦
略
で
は
、
長

野
地
区
労
福
協
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
を
探
そ
う
の
活

動
。
未
来
を
担
う
人
材
定
着
戦
略
で
は
各
地
区
労
福
協

で
行
っ
て
い
る
労
使
懇
談
会
や
行
政
と
の
政
策
懇
談
会

な
ど
の
実
例
を
も
と
に
積
極
的
に
目
的
実
現
の
た
め
に

活
動
し
て
い
る
。
今
後
と
も
す
べ
て
の
勤
労
者
及
び
そ

の
家
族
も
含
む
、
県
内
勤
労
生
活
者
全
体
の
労
働
者
福

祉
と
い
う
広
い
視
点
で
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

【
生
活
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て
】

　
本
年
も
、
生
活
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
７
つ
の

具
体
的
事
業
を
地
域
で
展
開
し
て
い
く
こ
と
で
労
福
協

の
知
名
度
を
上
げ
、
勤
労
者
は
じ
め
そ
の
家
族
、
す
べ

て
の
県
民
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
活
動
を
展
開
し
て
き

ま
し
た
。
毎
月
第
２
土
曜
日
の
専
門
家
に
よ
る
相
談
は

開
始
し
て
か
ら
10
年
を
迎
え
た
。
法
律
に
関
す
る
事
項

が
多
く
、
今
後
も
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
社
会
保
険
労

務
士
等
の
知
識
を
必
要
と
す
る
相
談
が
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
今
後
も
平
日
の
相
談
と
併
せ
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
ま
た
、
今
社
会
問
題
化
し
て
い
る
特
殊
詐
欺
防
止
に

向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催
を
全
地
区
で
開
催
し
て

い
く
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。

【
２
０
１
５
年
度
長
野
県
勤
労
者
体
育
大
会
の
実
施
に
つ
い
て
】

　
種
目
別
実
施
日
及
び
会
場

①
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
（
男
・
女
）
10
月
３
日
（
土
）
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ

②
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
男
・
女
）
10
月
３
日
（
土
）
ホ
ワ
イ
ト
リ
ン
グ

③
テ
ニ
ス
（
男
・
女
）
10
月
17
日
（
土
）
長
野
運
動
公
園

④
野
球
11
月
14
日
（
土
）

　
　
　
県
営
球
場
・
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム

　
　
　
11
月
15
日
（
日
）
　
県
営
球
場

　
昨
年
か
ら
、
女
性
の
参
加
を
促
す
た
め
に
全
地
区
に

枠
を
つ
く
り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子
の
種
目
に
つ
い
て

は
、
２
チ
ー
ム
以
上
申
し
込
み
が
あ
れ
ば
県
大
会
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
度
第
二
回
地
区
労
福
協
連
絡
会
議
開
催
！

年
度
第
二
回
地
区
労
福
協
連
絡
会
議
開
催

各
地
区
労
福
協
活
動
の

　
　
　
　
　

  

発
展
を
め
ざ
し
て

　

３
月
23
日
（
月
）、長
野
市
・
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
に
お
い
て
、
２
０
１
４
年
度
２
回
目
の
地
区
労
福
協

連
絡
会
議
が
県
下
13
地
区
の
代
表
者
の
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
題
は 

①
生
活
安
心
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て 

②
信
州
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
と
の
連
携
に
つ
い
て 

③
特
殊
詐
欺
等
消

費
者
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て　

④
各
地
区
労
福
協
の
活
動
報
告
に
つ
い
て 

⑤
２
０
１
５
年
度
長
野
県

勤
労
者
体
育
大
会
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
全
体
で
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

各地区一同に会しての地区労福協連絡会議

挨拶する中山理事長



　
第
86
回
長
野
県
中

央
メ
ー
デ
ー
は
、
5
月

1
日
（
金
）
9
時
30
分

よ
り
、
長
野
市
城
山

公
園
ふ
れ
あ
い
広
場

に
お
い
て
約
4
0
0
0

名
の
仲
間
が
集
ま
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
を

代
表
し
て
中
山
実
行

委
員
長
（
連
合
長
野

会
長
）
は
、
「
戦
後
70

年
を
は
じ
め
と
す
る

大
き
な
節
目
の
年
で

あ
る
。
平
和
運
動
、

震
災
・
自
然
災
害
か

ら
の
復
興
な
ど
に
し

っ
か
り
と
向
き
合
い

決
し
て
風
化
さ
せ
な
い
取
り

組
み
を
継
続
し
て
い
く
。
ま

た
、
2
0
1
5
春
季
生
活
闘

争
は
、
昨
年
来
の
う
ね
り
を

さ
ら
に
確
実
な
も
の
と
す
る

回
答
が
示
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
経
済
好
循
環
の
成
否
の

鍵
を
握
る
中
小
企
業
・
非
正

規
の
賃
上
げ
は
厳
し
い
闘
い

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。

す
べ
て
の
働
く
仲
間
の
底
上

げ
・
底
支
え
を
目
指
す
と
と
も
に
、
政
府
が
推

し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
労
働
者
保
護
ル
ー
ル

改
悪
の
流
れ
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
〝
全
て

の
働
く
仲
間
が
一
丸
と
な
っ
て
立
ち
上
が
り
、
行

動
し
よ
う
〟
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
来
賓
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
東
日

本
大
震
災
被
災
地
か
ら
の
特
別
報
告
と
し
て
、

復
興
に
向
け
て
日
々
汗
し
て
い
る
連
合
福
島
双

葉
地
区
連
合
の
関
議
長
が
壇
上
よ
り
「
震
災
か

ら
4
年
が
経
過
し
て
も
な
お
新
た
な
困
難
・
課

題
が
起
き
て
い
る
。
震
災
の
経
験
・
教
訓
を
い

か
し
、
現
場
の
実
態
を
伝
え
て
い
く
こ
と
が
被

災
地
で
暮
ら
す
者
の
使
命
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

も
元
気
・
希
望
・
勇
気
を
与
え
て
い
た
だ
き
た

い
。
働
く
仲
間
の
連
帯
で
が
ん
ば
る
！
」
と
声

高
に
訴
え
て
い
た
だ
き
、
会
場
の
参
加
者
と
と

も
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
こ
と
を
誓
い
合
い
ま

し
た
。

　
そ
の
他
、
会
場
で
は
、
Ｙ
Ｅ
Ｓ
･
Ｎ
Ｏ
ア
ン
ケ

ー
ト
、
折
鶴
コ
ー
ナ
ー
、
ネ
パ
ー
ル
大
地
震
へ
の

緊
急
カ
ン
パ
等
に
ご
協
力
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
大
盛
況
と
な
っ
た
労
福
協
の
連
携
・
協
同

ブ
ー
ス
を
は
じ
め
、
特
別
参
加
の
大
学
生
を
代

表
し
信
州
大
学
の
大
村
亮
介
さ
ん
プ
レ
ゼ
ン
タ

ー
に
よ
る
抽
選
会
な
ど
、
多
く
の
仲
間
の
連
帯

を
確
か
め
合
う
メ
ー
デ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
情
報
労
連
の
安
藤
篤
子
さ
ん
提
案

に
よ
る
「
メ
ー
デ
ー
宣
言
」
を
満
場
の
拍
手
に

よ
っ
て
採
択
し
た
後
、
中
山
実
行
委
員
長
に
よ

る
「
が
ん
ば
ろ
う
三
唱
」
に
て
式
典
を
終
了
し

ま
し
た
。

　
コ
ー
ス
を
変
更
し
た
デ
モ
行
進
で
は
、
各
組

織
が
「
平
和
を
守
り
、
雇
用
を
立
て
直
す
。
み
ん

な
の
安
心
の
た
め
、
さ
ら
な
る
一
歩
を
踏
み
出
そ

う
！
」
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、
働
く
者
の
元

気
を
発
信
し
ま
し
た
。

連合長野
働
く
者
の
連
帯
で
、『
ゆ
と
り
・
豊
か
さ
・
公
正
な
社
会
』
を

　
　
　
　
　
　

実
現
し
、
自
由
で
平
和
な
世
界
を
つ
く
ろ
う
！

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

A

B

C

D

クイズ
解答　 

8つのまちがい探し解答

●1-Bの鯉のぼりの目
●1-Cのヘルメットの
　マーク
●2-Aの円マーク
●3-Cのはちまきの長さ
●3-Dのふくちゃんの手

●4-Aの文字
●5-Bの封筒
●5-Dのネクタイ
　の柄

メーデーチラシ

Q1
Q2
Q3
Q4
Q5

○
○
○
○
○

2015年5月1日（金） 第86回 長野県中央メーデー開催！

主催者挨拶で訴える中山実行委員長

デモ行進する参加者

な が の 労 福 協 〈ライフサポートセンター〉 2015 年 5 月 12 日第 290 号 （2）



　
第
86
回
長
野
県
中

央
メ
ー
デ
ー
が
、
５

月
１
日
（
金
）
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
快

晴
の
下
、
労
働
組
合
、

市
民
団
体
な
ど
か
ら

約
1
5
0
0
人
が
、

長
野
市
ひ
ま
わ
り
公

園
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　
細
尾
俊
彦
県
労
連

議
長
は
、
主
催
者
挨

拶
で
、「
安
倍
首
相
が

強
権
的
に
進
め
る
政

治
は
、
保
守
・
右
翼

政
治
と
い
う
よ
り
も
、

戦
前
へ
の
復
古
政
治

に
近
い
。
要
求
の
一

致
に
基
づ
く
『
一
点
共
闘
』
の
連
帯
を
強
め
る

こ
と
が
、
国
民
共
同
の
広
が
り
と
発
展
を
よ
り

大
き
く
す
る
、
そ
れ
が
沖
縄
で
の
た
た
か
い
で

示
さ
れ
た
。
沖
縄
で
生
ま
れ
た
連
帯
を
、
日
本

の
政
治
の
『
例
外
』
に
す
る
の
で
は
な
く
、
ぜ

ひ
日
本
の
政
治
の
『
典
型
』
に
し
よ
う
。
労
働

時
間
法
制
の
改
悪
が
『
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
労
働
制
』
と
い
う
名
目
で
進
め
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
『
残
業
代
ゼ
ロ
』
制
度
は
、
間
違
い

な
く
企
業
の
総
人
件
費
抑
制
の
た
め
に
使
わ
れ

る
。
こ
の
企
み
を
、
全
て
の
労
働
者
の
団
結
で

葬
り
去
る
、
そ
の
た
た
か
い
に
立
ち
上
が
ろ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
今
年
の
メ
イ
ン
企
画
は
、「『
戦
後
・
被
爆
70

年
』『
春
闘
60
年
』
S
T
O
P
！
安
倍
暴
走
政

治
、
暮
ら
し
と
雇
用
、
平
和
を
守
れ
」
を
テ
ー

マ
に
、
朗
読
・
音
楽
・
横
断
幕
で
構
成
さ
れ
た

ス
テ
ー
ジ
で
、
各
団
体
か
ら
、

戦
争
す
る
国
づ
く
り
、
労
働

法
制
改
悪
、
社
会
保
障
制
度

の
改
悪
、
辺
野
古
新
基
地
建

設
、
そ
れ
ぞ
れ
に
強
く
反
対

す
る
切
実
な
訴
え
が
あ
り
ま

し
た
。
集
会
で
は
、「
歴
史
的

岐
路
に
あ
る
『
戦
後
・
被
爆

70
年
』
の
節
目
の
年
に
、
安

倍
暴
走
政
治
に
国
民
協
同
の

力
で
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
た

め
、
職
場
・
地
域
か
ら
の
た

た
か
い
を
つ
よ
め
て
い
こ
う
」
と
し
た
メ
ー
デ
ー

宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
参
加
者
は
、「
大
幅
賃
上
げ
実
現
」、

「
8
時
間
労
働
を
守
れ
」、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
撤
退
」、

「
消
費
税
10
％
増
税
中
止
」
な
ど
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
力
強
く
叫
び
、
長
野
駅
前
ま
で
デ
モ

行
進
を
行
い
ま
し
た
。

県労連
『
戦
後
・
被
爆
70
年
』『
春
闘
60
年
』

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
安
倍
暴
走
政
治
、
暮
ら
し
と
雇
用
、
平
和
を
守
れ

Ⅰ
．
日
　
　
時
　
２
０
１
５
年
５
月
22
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
2
時
30
分
～

Ⅱ
．
場
　
　
所
　
長
野
市「
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
」

Ⅲ
．
報
告
事
項

　
　
１
．
２
０
１
４
年
度
活
動
報
告

　
　
２
．
２
０
１
４
年
度
決
算
報
告

　
　
　
　
並
び
に
会
計
監
査
報
告

Ⅳ
．
議
　
　
事
　
　

　
　
１
．
２
０
１
５
年
度
活
動
方
針
（
案
）

　
　
２
．
２
０
１
５
年
度
予
算
（
案
）

　
　
３
．
役
員
選
任
の
件
　

　
　
４
．
そ
の
他

 

長
野
県
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　

第
８
回
総
会
の
ご
案
内

2015年5月1日（金） 第86回 長野県中央メーデー開催！

主催者挨拶で訴える細尾議長

参加者全員による団結頑張ろう！

Ⅰ
．
日
　
　
時
　
２
０
１
5
年
６
月
18
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
午
後
２
時
～

Ⅱ
．
場
　
　
所
　
長
野
市「
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
」

Ⅲ
．
報
告
事
項

　
　
１
．
２
０
１
４
年
度
活
動
報
告

　
　
２
．
２
０
１
４
年
度
決
算
報
告

　
　
３
．
２
０
１
４
年
度
監
査
報
告

Ⅳ
．
議
　
　
事
　
　

　
　
１
．
２
０
１
５
年
度
活
動
方
針
（
案
）

　
　
２
．
２
０
１
５
年
度
予
算
（
案
）

　
　
３
．
そ
の
他

一
般
社
団
法
人　
長
野
県
労
働
者
福
祉
協
議
会 

　
　

第
56
回
定
時
社
員
総
会
の
ご
案
内
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長野ろうきんからのお知らせ
　
長
野
ろ
う
き
ん
で
は
、１
人
で
も

多
く
の
若
年
層
の
方
に〈
長
野
ろ
う

き
ん
〉を
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

２
０
１
５
年
度
も
フ
レ
ッ
シ
ャ
ー

ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

下
記
の
内
容
で
実
施
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
、多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
実
施
期
間

　
２
０
１
６
年
３
月
31
日（
木
）ま
で

■
対
象
者

　
２
０
１
５
年
度
新
入
組
合
員
の
方

■
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
内
容

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
に
以
下

の
対
象
商
品
①
を
新
規
ご
契
約
の

方
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
１
，０
０
０
円

分
、②
～
⑤
を
新
規
ご
契
約
の
方

に
、１
契
約
に
つ
き
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド

５
０
０
円
分
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

■
対
象
商
品

　
①
給
与
振
込（
月
額
10
万

　
　
円
以
上
）

　
②
財
形
貯
蓄（
一
般
・
住

　
　
宅
・
年
金
） 

　
③
エ
ー
ス
預
金

　
④
ろ
う
き
ん
ダ
イ
レ
ク
ト

　
⑤
カ
ー
ド
ロ
ー
ン

　
※
②
③
は
口
座
単
位
の
年

　
　
間
お
積
立
額
が
１
２
，

　
　

０
０
０
円
以
上
と
な
る

　
　

新
規
ご
契
約
を
対
象
と

　
　
い
た
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、お
近
く
の〈
長

野
ろ
う
き
ん
〉に
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

定期的に長野ろうきんの〈お得情報〉を配信しております

　
昨
年
11

月
22
日
に

起
き
た
長

野
県
神
城

断
層
地
震

に
よ
り
被

災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に

は
心
よ
り

お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
他
に
も

雪
害
や
台
風
被
害
な
ど
自
然
災

害
に
よ
る
被
災
が
増
え
て
お
り

ま
す
。
全
労
済
で
は
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

一
日
も
早
い
調
査
・
共
済
金
の

お
支
払
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　
皆
さ
ま
の
お
住
ま
い
や
家
財

を
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
か
ら
守

る
保
障
の
充
実
の
た
め
、
こ
の
た

び
全
労
済
で
は
２
０
１
５
年
２

月
よ
り
「
火
災
共
済
・
自
然
災

害
共
済
」
を
【
住
ま
い
る
共
済
】

と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
い
た
し
ま

し
た
。
主
な
変
更
点
と
し
て
は
、

一
部
掛
金
の
引
き
下
げ
、
火
災
共

済
は
特
約
の
新
設
な
ど
き
め
細

か
な
保
障
を
充
実
さ
せ
、
自
然

災
害
共
済
で
は
大
規
模
災
害
に

備
え
て
お
支
払
い
基
準
の
拡
大
を
行
な
い

ま
し
た
。
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
自
然

災
害
に
備
え
、
こ
の
機
会
に
保
障
の
点
検
・

見
直
し
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
第
42
回
「
全
労
済
小
学
生
作
品
コ
ン

ク
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
長
野
県
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
を
２
月
14
日
に
長
野
市
の
ホ

テ
ル
信
濃
路
に
て
行
い
ま
し
た
。

　
県
下
各
地
の
小
学
校
か
ら
作
文
１
９
１

点
、
版
画
６
５
０
点
の
創
造
性
の
豊
か
な
力

作
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
長
野
県
の
豊
か
な

自
然
環
境
に
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
素
直

な
感
情
が
表
現
さ
れ
、
そ
の
体
験
に
基
づ
い

た
内
容
が
胸
を
打
つ
作
品
も
多
く
、
子
ど
も

た
ち
の
感
性
と
表
現
力
の
す
ば
ら
し
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
当
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

長
野
県
内
に
お
住
ま
い
の
小
学
生
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
細
は
全
労
済
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
（
毎
年
７
月
頃
に
募
集
内
容
を
掲

載
）
。

県知事賞を受賞した斉藤あんのさん
（売木村立売木小学校2年）の作品

全労済長野県本部より
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　家の中で窓の占める面積は、それぞれの窓の大きさや数によって違いますが、大体10％～
20％です。その少ない面積から失われるエネルギーは大体45％～75％にもなります。（窓の性能や屋根・壁・床
下の断熱性能で一概には言えません。）
　ですので、冷温熱環境を考える時、一番ウィークポイントになるのが「窓」になります。
裏を返せば、その少ない面積の「窓」の断熱性能を高めることで格段に暖かい家が出来ると言えます。
窓の改修方法で、お手軽で、リーズナブルで、しかも非常に効果的なのは、現存する窓の内側に窓を追加して二
重窓にする方法です。工事にかかる時間は１窓当たり大体１時間程度です。
　二重窓にすると、窓と窓の間に空気の層ができます。この空気の層が外気の影響を受け難くしてくれるため、
省エネ性が高まり、結露の防止にも役立ちます。
　さらにこの空気層で防音性・遮音性が高まります。二重にしたことでガラス破りに時間がかかるため、防犯性
も向上します。
　すなわち省エネ・防露・防音・遮
音・防犯性といった性能が一気に高
まるリフォームなのです。
　窓は一回取り替えてしまえば割れ
でもしない限り交換しませんし、
10年、20年と【見えない効果があ
る】商品です。
　省エネ住宅ポイント制度及びキャ
ンペーンの詳しい内容に関してはお
問い合わせ下さい。

　
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
は
、
21

都
道
府
県
に
て
32
単
協
、
組

合
員
数
は
約
35
万
人
で
組
織

し
て
い
ま
す
。
長
野
県
の
組

合
員
数
は
約
１
４
，
０
０
０

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
活
ク
ラ
ブ
の
目
的
は
、
自
分
た
ち
の
暮
ら

し
を
み
ん
な
で
良
く
し
て
い
く
こ
と
。
そ
の
た

め
に
取
り
扱
う
食
品
や
生
活
品
を
、
利
益
を

得
る
こ
と
が
目
的
の
「
商
品
」
で
は
な
い
と
い

う
意
味
を
込
め
て
「
消
費
材
」
と
呼
ん
で
お
り
、

独
自
の
基
準
で
つ
く
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
が
メ

イ
ン
で
す
。
消
費
者
と
生
産
者
が
対
等
な
立

場
で
手
を
取
り
合
い
、
国
内
自
給
力
の
向
上

や
食
品
添
加
物
の
削
減
を
め
ざ
し
、「
素
性
が

確
か
な
も
の
を
適
正
価
格
」
で
共
同
購
入
し
て

い
ま
す
。
共
同
購
入
に
お
い
て
は
環
境
に
も
配

慮
で
き
る
よ
う
グ
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
ま
す
。
家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
の
う
ち
容
器

や
包
材
が
容
積
の
６
割
を
占
め
て
い
る
と
い

う
現
状
に
対
し
、
貴
重
な
資
源
を
有
効
利
用

す
る
た
め
に
、
使
い
捨
て
容
器
を
や
め
て
、
再

使
用
可
能
な
容
器
を
で
き
る
限
り
採
用
し
て

い
ま
す
。「
な
に
を
、
ど
の
よ
う
に
」
消
費
す

る
か
と
い
う
選
択
は
そ
の
ま
ま
「
ど
ん
な
未
来

に
し
た
い
か
」
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
と
一
緒
に
共
同
購
入
を
は
じ
め
て
み
ま

せ
ん
か
？
　
只
今
、
春
の
仲
間
づ
く
り
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
し
て
消
費
材
ミ
ニ
サ
ン
プ
ル
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
。
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
長
野
本
部
セ
ン
タ
ー

　
œ
０
２
６
６–

２
４–

０
２
２
２

コ
ー
プ
デ
リ
っ
て
な
〜
に
？

毎
週
決
ま
っ
た
曜
日
に
玄
関
先
ま

で
お
届
け
し
ま
す

　
妊
娠
中
や
小
さ
な
お
子
さ
ん
を

連
れ
て
の
お
買
い
物
は
け
っ
こ
う

大
変
。
２
，
０
０
０
品
目
以
上
あ

る
カ
タ
ロ
グ
か
ら
お
買
い
物
が
で

き
ま
す
。
ス
マ
ホ
か
ら
で
も
簡
単

注
文
。
専
用
の
保
冷
箱
で
の
お
届

け
で
す
。
お
留
守
で
も
Ｏ
Ｋ
！

　
※
個
人
宅
配
に
は
手
数
料
が
別
途
か
か
り
ま
す
。

コ
ー
プ
デ
リ
が
多
彩
な
商
品
で
子
育
て
を
応
援
！

　
コ
ー
プ
で
は
、
子
育
て
に
ぴ
っ
た
り
な
商
品

を
豊
富
に
ご
用
意
し
、
乳
幼
児
〜
成
長
期
の
お

子
さ
ん
の
い
る
く
ら
し
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
特
に
毎
日
使
う
お
む
つ
な
ど
は
毎
週
注
文

で
き
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
に
必
要
な
も
の
は
こ
こ

で
ま
と
め
買
い
。
紙
お
む
つ
は
特
に
お
買
い
得
！

コ
ー
プ
デ
リ
宅
配
事
業
部

　
ƒ
０
１
２
０–

６
３
６–

５
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
月
〜
金
　
９
時
〜
18
時
）

長野県労働者住宅生活協同組合
℡026-234-0283

赤
ち
ゃ
ん
割
引

　

母
子
手
帳
交
付
か
ら
１
歳
未
満
の
赤

ち
ゃ
ん
が
い
る
方
が
対
象
。
配
達
・
基
本

手
数
料
が
無
料
。

子
育
て
割
引

　

小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ま
が
い
る

方
が
対
象
。
配
達
手
数
料
が
無
料
。

子
育
て
中
の
マ
マ
さ
ん
に
！

　

コ
ー
プ
デ
リ
で
は

　
　
　

割
引
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
！

「省エネ住宅ポイント」対応‼内窓で二重窓化がお得!?

参考価格例（単板ガラス３mm）
掃き出し窓　W=1670　H=2000　定価86,200円→51,720円（発行Ｐ20,000Ｐ還元率38.6％）
大きめの窓　W=1670　H=1000　定価40,600円→24,360円（発行Ｐ14,000Ｐ還元率57.4％）
小　　　窓　W=740　H=740　定価31,600円→18,960円（発行Ｐ8,000Ｐ還元率42.1％）

製品代合計　95,040円　総発行ポイント　42,000ポイント　還元率　44.1％

製品代の４０％OFF
二重窓化 生協では組合の皆様のために

特別価格で提供いたします

（取付費オプション品等別途）

　

長
野
県
生
協
連
に
は
20
の
生
協
が
加
入
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
地
域
で
食
品
の
宅
配
を
し
て

い
る
「
コ
ー
プ
な
が
の
」
と
「
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
」
の
ご
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住宅生協より
お知らせ
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特殊詐欺 手口を知ってだまされない！特殊詐欺 手口を知ってだまされない！～～手口手口口 ～版～特殊詐欺 手口を知ってだまされない！～手口版～

～県民運動“あなたも特殊詐欺被害防止アドバイザー”～
長野県警察H27　県下統一チラシ

さまざまな会社
をかたって

家族の合言葉息子さんの前の電話番号にかけて確認してください

相談・通報先

〈支払え詐欺〉 〈オレオレ詐欺〉
突然の電話

あなたの名義を貸してくだ
さい（社債・投資・会員権）

あ
な
た
の
名
義
で
登
録
さ
れ
て
い
る

解
除
し
な
い
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
・

解
除
手
続
き
が
必
要数日後の電話

名義貸しは犯罪

逮捕されるかも

裁判になるかも

後後の

お金を要求 支払手段

長野県警察本部　026-233-0110

お金はあとでもどります

弁護士などをかたって

和解金 示談金

解除料 手数料

風邪をひいて声がおかしい

会社のカバンを失くした

宅急便で送って

レターパックで送って

ＡＴＭで振り込んで

代理人が取りに行く

東京まで持って来て

今日中に
お金を用意して

銀行では（リフｫーム、
孫の学費）と言って

会社の金を使い込んだ

彼女を妊娠させた

携帯番号が変わった

0 0
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私
は
、
長
野
の
会
社
に
勤
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
に
東
京
の
原

宿
に
出
か
け
て
、
ぶ
ら
ぶ
ら
買
い
物
な
ど

を
し
て
散
歩
し
て
い
ま
し
た
。
突
然
警
官

に
職
務
質
問
さ
れ
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
や
背

負
っ
て
い
た
リ
ュ
ク
サ
ッ
ク
の
中
を
見
せ

て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
何
も
や
ま

し
い
こ
と
は
な
い
の
で
こ
れ
に
応
じ
た
と

こ
ろ
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
入
れ
て
い
た
刃

体
が
２
〜
３
セ
ン
チ
程
度
の
カ
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ
に
つ
い
て
、「
こ
れ
は
ポ
ケ
ッ
ト
の
中

に
入
れ
て
携
帯
し
て
い
る
の
で
法
律
に
触

れ
る
。
交
番
ま
で
同
行
し
て
下
さ
い
」
と

言
わ
れ
、
交
番
で
氏
名
や
住
所
な
ど
を
聞

か
れ
ま
し
た
。
こ
の
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
は
、

普
段
か
ら
携
帯
し
て
い
る
も
の
で
、
正
札

を
商
品
か
ら
取
り
外
す
と
き
な
ど
に
利
用

し
て
い
ま
し
た
。
私
の
気
に
入
っ
て
い
る

小
道
具
で
す
が
、
私
は
何
か
処
罰
を
受
け

る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
回
答
】

　
こ
れ
は
「
正
当
な
理
由
が
な
く
て
刃
物
、
鉄

棒
そ
の
他
人
の
生
命
を
害
し
、
ま
た
は
人
の

身
体
に
重
大
な
害
を
加
え
る
の
に
使
用
さ
れ

る
よ
う
な
器
具
を
隠
し
て
携
帯
し
た
者
」（
軽

犯
罪
法
第
１
条
２
項
）
に
あ
た
る
と
指
摘
さ

れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
刃
体
が
６
セ
ン
チ
を

越
え
る
刃
物
は
銃
刀
法
で
携
帯
が
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
所
持
し
た
ナ
イ
フ
は

こ
れ
に
は
あ
た
り
ま
せ
ん
が
、
軽
犯
罪
法
に

は
違
反
し
ま
す
。
意
外
な
こ
と
に
「
隠
し
て
」

携
帯
す
る
こ
と
が
要
件
で
す
か
ら
、
ベ
ル
ト

に
装
着
し
た
り
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
ぶ
ら
下
げ

て
外
か
ら
見
え
る
状
態
に
し
て
い
れ
ば
、
違

反
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
罰
則
は
「
拘
留
」（
１

日
以
上
30
日
未
満
の
拘
置
）
ま
た
は
「
科
料
」

（
千
円
以
上
１
万
円
未
満
）
で
す
。
通
常
よ
ほ

ど
の
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
直
ち
に
罰
せ
ら
れ
る

こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
少
し

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
最
近
知
り
合
っ
た
友
人
か
ら
「
俺
は
Ｆ

Ｘ
投
資
で
儲
け
て
い
る
。
Ｆ
Ｘ
自
動
売
却

シ
ス
テ
ム
で
、
１
週
間
で
25
万
円
程
度
は

儲
け
て
い
る
。
俺
に
投
資
し
て
く
れ
れ
ば
、

確
実
に
利
益
を
出
す
」
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
は
手
元
に
お
金
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
ん
な
に
儲
か
る
の
で
あ
れ
ば
、
消
費
者

金
融
か
ら
借
り
て
融
資
し
よ
う
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
　
何
か
問
題
は
あ
り
ま

す
か
。

【
回
答
】

　
ま
ず
は
結
論
か
ら
で
す
。
そ
ん
な
話
に
乗
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
世
の
中
に
う
ま
い
話
な
ど

「
絶
対
」
に
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
低
金
利

が
続
い
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
資
産
の
一
部

を
Ｆ
Ｘ
（
外
国
為
替
保
証
取
引
）
を
利
用
し

て
、
外
貨
で
持
と
う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
。
Ｆ
Ｘ
は
、
証
拠
金
を
担
保
に
、
そ
の
何
倍
、

何
十
倍
も
の
取
引
が
で
き
る
の
で
、
上
手
く
い

け
ば
大
き
な
利
益
を
手
に
入
れ
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
分
失
敗
す
れ
ば
と
ん
で
も
な
い
損
失
を

招
き
ま
す
。
為
替
が
ど
う
動
く
か
な
ん
て
、

プ
ロ
で
す
ら
予
測
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
ギ
ャ

ン
ブ
ル
に
素
人
が
手
を
出
す
こ
と
は
危
険
で

す
。
ま
し
て
や
、自
己
資
金
な
ら
ば
と
も
か
く
、

借
り
入
れ
し
た
お
金
で
投
資
す
る
と
い
う
の

は
も
っ
て
の
ほ
か
で
す
。
悪
い
こ
と
は
言
い
ま

せ
ん
か
ら
、「
額
に
汗
し
て
働
い
た
お
金
で
家

族
を
養
っ
て
生
き
て
い
く
」
そ
う
い
う
人
生
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

ƒ く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談

〝
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
〞

０
１
２
０-
３
９-

６
０
２
９

毎
月
第
２
土
曜
日
は
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
特
定

社
会
保
険
労
務
士
な
ど
専
門
家
相
談
員
に
よ
る
相
談

【
事
例
①
】

シ
リ
ー
ズ

№
56

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談

【
事
例
②
】

最
近
の
相
談
事
例
よ
り

柳澤　修嗣

弁護士

機関誌「ながの労福協」への
読者の皆さんから多くの声が寄せられています。その中から、いくつかご紹介します。すす。

●トラブ
ルに巻き
込まれな

いように前もって知
識があるって必要な
ことなのかなと思い
ます。何かあったとき
は、「ほっとダイヤル」
があると思うと心強
いです。

よう 前

288号
（新年号）

●いつも
くらし・な
んでも相

談を拝見し、参考にし
ています。そして、仕
事の息抜きとして「ま
ちがいさがし」を楽し
みにしています。

談を拝見し

287号
（11月号）

●毎号楽
しく拝見
していま

す。労福協の活動内
容やイベント等を知る
ことができてとても
良いです。

す 労福協

286号
（9月号）

●特殊詐
欺の被害
が急増し

ていますね。情報誌、
新聞などで事例を多
く知ることで「あれ？」
と思えるかどうかで
差が出てくると思い
ます。

ますね

285号
（7月号）

●各労組や連合・労連の情
報が分かりやすく、丁寧な文
章に毎回勉強になります。ま

た写真がカラーなので見やすいのが良い
ですね。

●マネートラブル講座のクレジットカー
ドにおけるキャッシングの盲点など、身
近に起こりえる、とても興味深い内容で
した。

た写真がカ

284号
（5月号）
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絆

き
ず
な

　
最
近
２
０
２
５
問
題
が
話
題
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
２
０
２
５
年
は
、
団
塊
の

世
代
が
75
歳
以
上
に
達
し
後
期
高
齢
者
と
な
る

年
齢
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。

　
す
な
わ
ち
こ
の
年
代
は
、
４
人
に
一
人
が
75

歳
以
上
に
達
し
、
わ
が
国
は
超
高
齢
者
社
会
が

到
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
国

を
さ
さ
え
て
き
た
団
塊
の
世
代
が
給
付
を
受
け

る
側
に
な
る
た
め
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
サ
―

ビ
ス
へ
の
需
要
が
高
ま
り
、
社
会
保
障
の
財
政

が
も
つ
の
か
心
配
に
な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
細
分
化
し
て
み
て
み
る
と
、
認
知
症
、

成
年
後
見
制
度
、
一
人
暮
ら
し
、
孤
独
死
な

ど
様
々
な
問
題
が
浮
き
彫
り
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
て
現
役
世

代
が
ど
う
支
え
て
い
く
の
か
、
い
け
る
の
か
具

体
的
な
地
域
社
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
造
り
が
急

が
れ
る
と
思
い
ま
す
。
行
政
や
公
的
機
関
だ
け

で
は
限
界
が
あ
り
、
地
域
の
き
ず
な
で
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
対
応
し
き
れ
な
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
阿
部
知
事
が
良
く
話
さ
れ
る
居
場
所
と

出
番
造
り
の
具
体
化
で
社
会
に
貢
献
で
き
る
メ

ニ
ュ
ー
づ
く
り
も
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
時
代
を
迎
え
る

わ
け
で
あ
り
、
着
実
に
実

行
で
き
る
活
動
を
一
つ
一

つ
積
み
あ
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
今
）

8つ のまちがいさがしのまちがいさがし
ご家族で楽しむ 下に並んだ二枚の絵を見

比べて違っている箇所を
８つ探して下さい。
日頃使わない脳への刺激
になるかと思います。

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5 1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

A

B

C

D

（画：ろうきん　西澤　修氏）

 

★
そ
の
１

長
野
県
労
福
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

下
の
バ
ナ
ー
か
ら
応
募
く
だ
さ
い
。

★
そ
の
２

F
A
X
番
号

０
２
６（
２
３
２
）６
６
７
２

★
そ
の
３

官
製
は
が
き

（
宛
先
は
表
紙
に
あ
り
ま
す
。）

い
ず
れ
の
方
法
に
よ
る

応
募
の
場
合
も
次
の
項
目
を

必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

●
ク
イ
ズ
の
答
え
（
８
つ
）

●
労
福
協
の
機
関
紙
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を

　
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
所
属
団
体
（
単

　
組
名
）
又
は
勤
務
先
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
の
方
に
図
書

　
カ
ー
ド
（
一
、〇
〇
〇
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
５
月
31
日

プレゼントの応募方法は、
FAXとホームページからも応募できます。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

http://www.lsc-nagano.or.jp/

　
　前
回
の
正
解
は

当
選
者
（
 5
名
・
敬
称
略
）

　
中
野
　
建
一

　
　
　
　
　（
飯
山
市
） 

　
牧
　
　
　
修

　
　
　
　
　（
長
野
市
） 

　
関
　
　
志
保

　
　
　
　
　（
上
田
市
） 

　
上
條
　
紀
子

　
　
　
　
　（
安
曇
野
市
） 

　
清
水
　
　
稔

　
　
　
　
　（
高
森
町
）
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